
唐 ７５５ 安史の乱 唐王朝の衰退 ４ 宋∑元
勢力の分立

末 ８７５ 黄巣の乱 征服王朝 ★征服王朝とは

９０７ は唐を滅ぼし， 後梁を建国。 唐末五代の社会変化
９０７ ①大土地所有の発達 〔モンゴル高原〕

① 華北 ５王朝の交代 荘園，小作人（ ） ９１６
五 ② 後唐 地方 １０国の分立 ②支配層の交代 が建国

代 ③ 北方の を失う 旧来の の没落 モンゴル系 族

十 ④ 後漢 の台頭 ９２６ 渤海を征服

国 ⑤ 政治（武人の政治） 後晋より

を獲得
９６０ して支配

太祖 ９６０ 後周の節度使 が建国 《社会》佃戸制の進展

太宗 中国の統一完成 地主 ， ◆ 体制

◆ 政治 ①文官中心の統治 小作人 遼 北面官 遊牧社会は部

・ ②科挙の整備（ を新設） 族制で支配
北 ・ ③節度使にも文官をあて武人を抑える 南面官 漢民族は官僚

君主独裁官僚国家 弱点 軍事力の弱体化 制で支配 〔西 域〕
財政の窮乏化

宋 １００４ に毎年莫大な歳幤をおくる １００４

１０４４ と和約 宋を圧迫 １０３８ 西夏
建国

神宗 王安石の改革 新法 富国策） 法， 法， 法，募役法 １０４４ 宋と和議

（１１世紀後半）・ 強兵策） 法，保馬法 《文化》 都 寧夏

都 地主・富商に打撃 《経済》商工業，都市の繁栄 文字

らの旧法党の反対で挫折 地方に鎮，市， が発達 陵墓 慶陵の壁画 チベット系

以後， 党と 党の党争激化 陶磁器の産地 族

富国強兵の実はあがらず 同業組合 ① （商人） 滅亡後西遷し，西遼 （党項）征服王朝

② （手工業者 耶律大石

１１２０ 方臘の乱などの大規模な農民反乱 海外貿易 が管理 西域を支配

金により開封が陥落 港市 ， ， １１１５ ・東西交易をおさ

１１２７ ・欽宗など捕らわる 紙幣 ，銅銭が中心 １１２５ ・ が建国 えて繁栄。
１１２７ ・ 系

徽宗第９子である康王構が南京で即位し 族 《文化》
高宗 宋を再興。都を臨安（ ）におく ◆二重統治体制 制★特徴 華北を支配 文字

漢民族は官僚制で支配
南 主戦派の と和平派の の対立 金 《経済》紙幣の

《文化》

１１４２ 金と和議が成立し，南宋は の支配確立 都 文字
宋 金との国境を 教 １２０６ チンギス＝ ハン でハン位に チンギス＝ ハンに

金に臣礼をとり歳貢をおくる １２２０ 帝国征服 １２２７ 征服される

銀２５万両， 絹２５万匹 『絹の道』沿いに遠征

都 オゴタイ＝ ハンに １２２７〜オゴタイ＝ ハン 都を

《経済》江南が経済の中心 ・紙幣 １２３４ 征服される １２４１ によるヨーロッパ西征。ロシア征服。

稲の普及 華北支配（耶律楚材） ・ の戦いに勝利

「 熟すれば天下足る」 １２５８ がバグダードを陥落，西アジア制覇
１２７１

１２７９ フビライの元軍に敗れ， 滅亡 １２６０ フビライ＝ ハン 世祖 が大ハン位に即位
１２７９ ・ １２６４ 都をカラコルムより （北京）に移す

１２７１ １２７１ 国号を と改める，中国風王朝国家へ ハン位継承争い

１２７４ の役，１２８１ の役 ・

◆ 主義 ★統治策の特徴 雲南の 国を征服 １２６６〜１２９４ の乱

支配層 モンゴル人 上級官職，地方長官を独占 ビルマを支配

人 財政等を担当 四ハン国独立し分立
華北の漢民族や女真人 〔ロシア〕 国 都

漢民族 江南の漢民族 最下層 公用語 語 ・ が建国

公用文字 モンゴル文字
元 【官制】 省・六部 一時 を廃止 文字 〔西アジア〕 国 都

枢密院 九儒十丐 ・ が建国

都 御史台 ， ， の専売制度

《内政》 紙幣の の専用策 〔中央アジア〕 国

交通路の整備 制の整備（牌符の発行）

新運河の開通（大運河の改修） 〔西モンゴル〕 国

★元の滅亡原因をまとめよ 沿岸航路の開通 長江〜大都 都 エミール

大農民反乱 （ 教徒の乱）

１３６８ が明を建国， 大都を攻め落としモンゴル人を北方に撃退。 ・北元
１３６８


